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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 70,441 △21.7 3,011 △40.0 3,103 △39.7 1,804 △37.6

21年3月期第2四半期 89,983 ― 5,020 ― 5,142 ― 2,890 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 82.10 ―

21年3月期第2四半期 128.62 128.58

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 97,847 64,994 66.4 2,955.14
21年3月期 105,068 64,748 61.6 2,944.02

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  64,941百万円 21年3月期  64,699百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 101.00 101.00
22年3月期 ― 0.00

22年3月期 
（予想）

― 78.00 78.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 148,500 △13.5 6,300 △29.2 6,500 △28.7 3,700 △13.3 168.37
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧下さい。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記の予想には、本資料の発表日現在の将来に関する前提・見通し・計画に基づく予測が含まれております。 
経済状況・市況環境等に係るリスクや不確定要因により実際の業績が記載の予想数値と異なる可能性があります。 
なお、上記業績予想に関する事項は、添付資料の５ページを参照して下さい。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 23,400,000株 21年3月期  23,400,000株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  1,424,063株 21年3月期  1,423,608株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 21,976,128株 21年3月期第2四半期 22,474,280株
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（参考）個別業績予想 

平成22年3月期の個別業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）     

 売上高  営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり当期 

純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 145,800 △14.0 6,400 △28.2 6,600 △27.9 3,800 △12.3 172.92 
 
（注）個別業績予想数値の当四半期における修正の有無 有 
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 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、在庫調整の一巡や国内経済対策の効果により持ち直しの動きが

一部に見られたものの、世界的な金融危機を契機とする長引く景気低迷が設備投資や個人消費を引き続き抑制してお

り、依然として厳しい環境下にありました。 

 当社グループの係わる電設資材業界は、企業収益の悪化による設備投資の抑制や消費者の住宅取得マインドの冷え

込みなどにより、景況感の悪化が継続しました。 

 また自社製品の係わる空調業界は、省エネ家電購入の際に発行されるエコポイント制度の効果による特需が期待さ

れたものの、平成21年度上半期のルームエアコンの国内出荷台数は444万台（前年同期比13.3％減）となり、その効

果が波及するには至らず、低調に推移しました。 

 このような情勢のなか、当社グループはコスト削減策を中心とした緊急対策を実施してまいりましたが、市況の低

迷による主力商品の売上減少が大きく影響し減収減益となりました。 

 この結果、連結売上高704億41百万円（前年同期比21.7％減）、連結営業利益30億11百万円（前年同期比40.0％

減）、連結経常利益31億３百万円（前年同期比39.7％減）、連結四半期純利益18億４百万円（前年同期比37.6％減）

となりました。 

 

 事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。なお、第１四半期連結会計期間より、事業の種類別セ

グメントの「空調配管事業」を「空調部材事業」に名称変更しております。事業実態により適した名称への変更であ

り、セグメント区分に変更はありません。 

 

＜電気機器事業＞ 

 建設投資が依然として低調に推移するなか、照明類をはじめ電設資材全般において売上が減少したことに加え、昨

年央以降に銅価格が急反落した影響によって電線ケーブル類の売上が大幅に減少した結果、連結売上高499億６百万

円（前年同期比17.5％減）、連結営業利益６億98百万円（前年同期比18.4％減）となりました。 

＜産業機器事業＞ 

 企業収益の悪化による設備投資の抑制を背景に、電機・自動車業界を中心に需要が低迷したことにより、制御機器

及び電子部品の売上が大幅に減少した結果、連結売上高68億76百万円（前年同期比39.6％減）、連結営業利益24百万

円（前年同期比88.1％減）となりました。 

＜空調部材事業＞ 

 主力製品である空調配管化粧カバー「スリムダクトシリーズ」はエコポイント制度の効果による特需が期待された

ものの、冷夏や新設住宅着工低迷の影響により売上が減少したほか、被覆銅管は銅価格の急反落に伴う販売価格の下

落により売上が大幅に減少した結果、連結売上高136億16百万円（前年同期比24.5％減）、連結営業利益22億53百万

円（前年同期比42.6％減）となりました。 

  

①資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期連結会計期間末における総資産額は、前連結会計年度末に比べ72億20百万円減少し、978億47百万円

となりました。これは主に、現金及び預金が増加いたしましたが、受取手形及び売掛金の減少があったことによるも

のであります。 

 当第２四半期連結会計期間末における負債総額は、前連結会計年度末に比べ74億65百万円減少し、328億53百万円

となりました。これは主に、支払手形及び買掛金の減少があったことによるものであります。 

 当第２四半期連結会計期間末における純資産総額は、前連結会計年度末に比べ２億45百万円増加し、649億94百万

円となりました。これは主に、剰余金の配当により利益剰余金が減少いたしましたが、四半期純利益の計上や評価・

換算差額の増加があったことによるものであります。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

16億57百万円増加し、223億73百万円となりました。 

 当第２四半期連結会計期間末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は38億86百万円となりました。これは主に仕入債務の減少（69億11百万円）等があり

ましたが、売上債権の減少（85億53百万円）や税金等調整前四半期純利益の計上（31億59百万円）等があったことに

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報
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よるものであります。  

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は12百万円となりました。これは主に「その他」に含まれる売掛債権信託受益権の償

還による収入（15億円）や投資有価証券の償還による収入（４億円）等がありましたが、「その他」に含まれる売掛

債権信託受益権の取得による支出（19億98百万円）等があったことによるものであります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は22億16百万円となりました。これは主に配当金の支払（22億15百万円）等があった

ことによるものであります。 

  

 世界的な景気後退による設備投資の抑制、建築着工の低迷が依然として続いており、上半期における売上高が想定

以上に落ち込んだほか、下半期においても好転の兆しが見えず、厳しい事業環境が予想されます。また、当社100％

子会社として平成21年10月１日に設立いたしました春日電機株式会社が下半期より連結対象となります。 

 この結果、平成22年３月期の業績予想につきましては、平成21年５月15日に公表いたしました予想数値を１ページ

及び３ページに記載のとおり修正いたします。 

  

  該当事項はありません。  

  

  

 重要な事項はありません。  

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 22,373 20,816

受取手形及び売掛金 36,248 44,813

有価証券 200 200

商品及び製品 6,198 6,404

仕掛品 19 16

原材料及び貯蔵品 111 133

その他 2,041 2,081

貸倒引当金 △22 △22

流動資産合計 67,171 74,442

固定資産   

有形固定資産   

土地 13,442 13,463

その他（純額） 6,892 7,245

有形固定資産合計 20,335 20,709

無形固定資産 684 492

投資その他の資産   

投資有価証券 8,252 7,530

その他 1,552 2,005

貸倒引当金 △147 △113

投資その他の資産合計 9,657 9,422

固定資産合計 30,676 30,625

資産合計 97,847 105,068

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 25,770 32,681

未払法人税等 1,034 727

賞与引当金 898 1,711

役員賞与引当金 36 86

その他 1,187 1,243

流動負債合計 28,927 36,449

固定負債   

退職給付引当金 46 58

その他 3,879 3,811

固定負債合計 3,926 3,869

負債合計 32,853 40,319
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,120 8,120

資本剰余金 8,328 8,328

利益剰余金 52,094 52,509

自己株式 △3,717 △3,716

株主資本合計 64,826 65,242

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 115 △543

評価・換算差額等合計 115 △543

新株予約権 5 －

少数株主持分 47 49

純資産合計 64,994 64,748

負債純資産合計 97,847 105,068
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 89,983 70,441

売上原価 76,300 60,015

売上総利益 13,682 10,426

販売費及び一般管理費 8,662 7,414

営業利益 5,020 3,011

営業外収益   

受取利息 62 54

受取配当金 126 76

仕入割引 473 382

その他 65 63

営業外収益合計 727 577

営業外費用   

支払利息 24 21

売上割引 563 444

その他 17 19

営業外費用合計 605 485

経常利益 5,142 3,103

特別利益   

固定資産売却益 － 46

投資有価証券売却益 10 10

その他 0 0

特別利益合計 11 56

特別損失   

固定資産除却損 2 0

固定資産売却損 0 0

投資有価証券評価損 2 －

特別損失合計 5 0

税金等調整前四半期純利益 5,149 3,159

法人税、住民税及び事業税 1,639 991

法人税等調整額 614 366

法人税等合計 2,254 1,358

少数株主利益又は少数株主損失（△） 4 △2

四半期純利益 2,890 1,804
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（第２四半期連結会計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 47,078 37,467

売上原価 39,786 32,040

売上総利益 7,291 5,427

販売費及び一般管理費 4,247 3,662

営業利益 3,044 1,765

営業外収益   

受取利息 37 27

受取配当金 2 3

仕入割引 237 193

その他 32 30

営業外収益合計 309 254

営業外費用   

支払利息 12 10

売上割引 289 230

その他 12 10

営業外費用合計 314 251

経常利益 3,039 1,768

特別利益   

固定資産売却益 － 45

投資有価証券売却益 1 10

会員権貸倒引当金戻入額 0 0

特別利益合計 2 56

特別損失   

固定資産除却損 1 0

固定資産売却損 0 0

投資有価証券評価損 2 －

特別損失合計 3 0

税金等調整前四半期純利益 3,038 1,824

法人税、住民税及び事業税 589 347

法人税等調整額 774 450

法人税等合計 1,364 797

少数株主利益 4 1

四半期純利益 1,669 1,025
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 5,149 3,159

減価償却費 442 427

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2 △11

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △317 0

賞与引当金の増減額（△は減少） △979 △812

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △61 △50

受取利息及び受取配当金 △188 △131

支払利息 24 21

売上債権の増減額（△は増加） 9,049 8,553

たな卸資産の増減額（△は増加） 596 224

仕入債務の増減額（△は減少） △7,485 △6,911

未払消費税等の増減額（△は減少） △2 △96

預り保証金の増減額（△は減少） 93 63

その他の資産・負債の増減額 △129 58

その他 △92 △23

小計 6,101 4,472

利息及び配当金の受取額 188 125

利息の支払額 △44 △45

法人税等の支払額 △2,120 △665

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,124 3,886

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △100 －

定期預金の払戻による収入 － 100

有価証券の償還による収入 400 －

有形固定資産の取得による支出 △110 △65

有形固定資産の売却による収入 － 108

無形固定資産の取得による支出 － △210

投資有価証券の取得による支出 △270 △15

投資有価証券の償還による収入 700 400

投資有価証券の売却による収入 20 15

その他 102 △345

投資活動によるキャッシュ・フロー 742 △12

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △0 △1

ストックオプションの行使による収入 3 －

配当金の支払額 △2,846 △2,215

その他 0 0

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,842 △2,216

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,024 1,657

現金及び現金同等物の期首残高 15,835 20,716

現金及び現金同等物の四半期末残高 17,860 22,373
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 該当事項はありません。 

  

 前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

 当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

       （注）第１四半期連結累計期間より、事業の種類別セグメントの「空調配管事業」を「空調部材事業」 

          に名称変更しております。事業実態により適した名称への変更であり、セグメント区分に変更は 

          ありません。 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

 該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
電気機器事業 
（百万円） 

産業機器事業
（百万円） 

空調配管事業
（百万円） 

その他の事業
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高               

(1) 外部顧客に対する売

上高 
 60,476 11,377 18,039 90  89,983  － 89,983

(2) セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 128 410 1,601 15  2,155  △2,155 －

計  60,604 11,787 19,640 105  92,138  △2,155 89,983

営業利益  855 202 3,928 5  4,991  29 5,020

  
電気機器事業 
（百万円） 

産業機器事業
（百万円） 

空調部材事業
（百万円） 

その他の事業
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高               

(1) 外部顧客に対する売

上高 
 49,906 6,876 13,616 41  70,441  － 70,441

(2) セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 85 331 1,303 12  1,734  △1,734 －

計  49,992 7,207 14,920 54  72,175  △1,734 70,441

営業利益  698 24 2,253 1  2,977  33 3,011

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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